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小
林

進

前
院
長
の
藤
島
基
宣
先
生
よ
り

引
き
継
ぎ
、
当
院
院
長
を
本
年
四

月
一
日
に
拝
命
致
し
ま
し
た
小
林

進
と
申
し
ま
す
。

若
輩
者
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
大
役
を
い
た
だ
き
、
非
常

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
群
馬
大
学
病

院
に
十
年
間
ほ
ど
在
籍
し
、
そ
こ

で
は
、
稀
少
疾
患
や
慢
性
疾
患
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
県
内

の
い
く
つ
か
の
市
中
病
院
に
も
お

世
話
に
な
り
、
多
く
のc

o
m
m
o
n

d
i
s
e
a
s
e

、
急
性
期
疾
患
な
ど
の

症
例
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
、
城
西

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
診
療
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
そ
う
で
す

が
、
医
学
が
発
展
を
続
け
る
限
り
、

仕
事
に
際
限
は
な
く
ま
だ
ま
だ
修

行
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
射
線
診
断
に
特
化
し
た
当
院

は
、
他
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
や
や

性
質
が
異
な
り
、
平
成
六
年
の
開

院
以
来
、
地
域
の
開
業
医
の
先
生

方
の
ご
紹
介
に
支
え
ら
れ
て
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
放
射
線
科
と
い

う
性
質
上
、
と
も
す
れ
ば
検
査
の

み
に
偏
り
が
ち
と
な
り
ま
す
が
、

当
院
の
理
念
に
の
っ
と
り
患
者
様

を
第
一
に
考
え
、
患
者
様
の
病
気

の
発
見
、
そ
し
て
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
な
診
断
を
心
が
け
、
ま
た

安
心
・
安
全
に
検
査
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

画
像
診
断
の
進
歩
、
特
に
検
査

装
置
の
進
化
は
目
覚
ま
し
く
、
Ｃ

Ｔ
で
は
多
列
化
（
写
真
を
撮
る
た

め
の
Ｘ
線
を
う
け
る
検
出
器
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
輪
切
り
の
写
真
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
が
進
む
こ
と
で
よ
り

広
い
範
囲
を
短
い
検
査
時
間
で
撮

像
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
と

も
に
、
画
質
は
向
上
し
被
曝
を
低

減
す
る
技
術
も
開
発
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
高
磁
場
の
装

置
が
導
入
さ
れ
、
磁
石
の
力
が
強

く
な
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
構

造
を
描
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
装
置
が
進
歩
す
る
と

と
も
に
我
々
放
射
線
科
医
の
取
り

扱
う
画
像
枚
数
は
増
加
し
、
細
か

な
解
剖
の
知
識
や
新
た
な
画
像
所

見
の
知
識
も
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
御
期
待
に
答

え
る
べ
く
、
画
像
診
断
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
常
に
意
識
し
て
、
松
本

満
臣
名
誉
院
長
の
ご
指
導
の
下
、

日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ご挨拶

ご
挨
拶
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城
西
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

3テスラＭＲＩ

1.5テスラＭＲＩ

80列ＣＴ

64列ＣＴ

日
本
医
学
放
射
線
学
会

放
射
線
科
診
断
専
門
医

日
本
核
医
学
会

核
医
学
専
門
医



ご挨拶

- ２ -

矢
島

哲
弥

四
月
一
日
付
け
で
、
沼
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
・

小
児
歯
科
に
着
任
し
た
矢
島
哲
弥

と
申
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
は
当
科

が
お
世
話
に
な
り
、
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
平
成
六
年
に

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
を
卒
業
し

同
年
同
大
学
の
顎
顔
面
外
科
学
講

座
（
旧
第
一
口
腔
外
科
）
に
入
局
。

以
後
、
愛
知
の
蒲
郡
市
民
病
院
に

始
ま
り
三
重
の
伊
勢
総
合
病
院
や

滋
賀
の
琵
琶
湖
大
橋
病
院
、
千
葉

の
柏
総
合
病
院
、
東
京
の
西
新
井

病
院
ま
で
の
間
、
病
院
歯
科
・
歯

科
口
腔
外
科
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。沼

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科
・
歯
科

口
腔
外
科
・
小
児
歯
科
に
お
い
て

は
、
地
域
医
療
機
関
と
の
病
診
連

携
・
診
診
連
携
の
推
進
が
き
わ
め

て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
患
者

様
に
対
し
て
は
誠
心
誠
意
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

口
腔
外
科
と
は
歯
科
の
一
分
野

で
す
が
、
標
榜
診
療
科
と
し
て
の

歯
科
口
腔
外
科
の
診
療
領
域
の
対

象
は
、
原
則
と
し
て
、
口
唇
、
頬

粘
膜
、
上
下
歯
槽
、
硬
口
蓋
、
舌

前
２
／
３
、
口
腔
底
に
、
軟
口
蓋
、

顎
骨
（
顎
関
節
を
含
む
）
、
唾
液

腺
（
耳
下
腺
を
除
く
）
を
加
え
る

部
位
で
あ
り
ま
す
。
先
天
性
・
後

天
性
異
常
（
口
唇
・
口
蓋
裂
、
顎

変
形
症
な
ど
）
、
炎
症
（
主
に
歯

の
原
因
に
よ
る
顎
骨
、
口
腔
粘
膜

や
顔
面
周
囲
へ
の
感
染
な
ど
）
、

外
傷
（
歯
・
顎
骨
・
顔
面
お
よ
び

口
腔
軟
組
織
の
外
傷
）
、
腫
瘍

（
口
腔
良
性
腫
瘍
・
悪
性
腫
瘍
）
、

顎
関
節
症
な
ど
の
口
腔
顎
顔
面
領

域
疾
患
を
総
合
的
に
診
療
す
る
科

で
す
。
当
科
で
は
埋
伏
智
歯
の
抜

歯
、
口
腔
顎
顔
面
外
傷
、
炎
症
、

顎
関
節
症
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
口
腔

外
科
疾
患
だ
け
で
は
な
く
、
口
腔

粘
膜
疾
患
、
全
身
疾
患
を
有
す
る

患
者
様
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
の

一
次
医
療
機
関
で
は
対
応
が
難
し

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
や
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
観
点
か
ら
摂
食
嚥
下

障
害
の
Ｖ
Ｆ
（
ビ
デ
オ
Ｘ
線
嚥
下
）

検
査
、
そ
の
他
治
療
上
全
身
的
管

理
を
要
す
る
患
者
様
の
治
療
に
当

た
っ
て
は
、
適
切
に
医
師
や
技
師
、

看
護
師
と
連
携
を
と
る
必
要
が
あ

り
、
病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
経
験

を
生
か
し
て
治
療
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
性
の
あ
る
顎
顔
面

領
域
の
外
傷
や
口
腔
外
科
疾
患
に

つ
い
て
は
臨
機
応
変
に
対
応
し
、

近
隣
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
よ

り
良
い
治
療
が
行
え
る
よ
う
、
沼

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科
・
歯
科
口
腔

外
科
・
小
児
歯
科
職
員
一
同
と
さ

ら
に
研
鑽
に
励
み
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

歯
科
部
長

日
本
口
腔
外
科
学
会

口
腔
外
科
専
門
医

日
本
顎
関
節
学
会

歯
科
顎
関
節
症
専
門
医

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
研
究
会
認
定
医

歯
科
医
師
臨
床
研
修
指
導
歯
科
医
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田
中

聡

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に

鳥
取
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
教

室
に
入
局
以
降
、
約
三
十
五
年
に

わ
た
り
脳
神
経
外
科
の
診
療
に
専

従
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
四
十
歳

か
ら
は
脳
神
経
外
科
専
門
医
訓
練

施
設
の
施
設
長
と
し
て
千
五
百
例

以
上
の
脳
神
経
外
科
手
術
を
執
刀

あ
る
い
は
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

卒
後
六
年
間
は
、
鳥
取
大
学
附

属
病
院
お
よ
び
関
連
病
院
に
お
い

て
良
性
・
悪
性
脳
腫
瘍
や
三
叉
神

経
痛
・
顔
面
痙
攣
な
ど
の
多
く
の

症
例
を
経
験
し
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
手
術
手
技
や
術
前
術
後
管
理
を

体
得
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帝

京
大
学
医
学
部
附
属
市
原
病
院
勤

務
時
代
に
は
脳
神
経
外
科
専
門
医

の
資
格
と
学
位
を
取
得
で
き
ま
し

た
が
、
特
に
く
も
膜
下
出
血
・
脳

た
、
こ
の
頃
普
及
し
て
き
た
術
中

神
経
生
理
学
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

い
ち
早
く
開
始
し
ま
し
た
。
北
里

大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
神
経
膠

腫
に
対
す
る
言
語
マ
ッ
ピ
ン
グ
の

た
め
の
プ
ロ
ポ
フ
ォ
ー
ル
を
用
い

た
覚
醒
下
手
術
を
北
里
大
学
で
行

い
ま
し
た
。
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
慢
性
硬
膜
下

電
極
留
置
に
よ
る
言
語
マ
ッ
ピ
ン

グ
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
術
中
運
動
誘
発
電
位
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
お
け
る
末
梢
神
経
刺
激

Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
補
正
を
開
発
し
、

現
在
で
も
関
連
学
会
で
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
こ
の
方

法
を
用
い
た
運
動
誘
発
電
位
を
脊

髄
手
術
、
開
頭
手
術
の
み
な
ら
ず

心
臓
大
血
管
手
術
に
お
い
て
も
行

い
、
よ
り
神
経
学
的
に
安
全
な
手

ご
挨
拶

脊
髄
セ
ン
タ
ー
長

動
脈
瘤
の
手
術
・
術
前
術
後
管
理

を
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
九
九
七
年
に
鳥
取
大
学

の
講
師
と
し
て
勤
務
し
、
主
に
悪

性
脳
腫
瘍
手
術
を
執
刀
・
指
導
す

る
と
と
も
に
、
薬
剤
耐
性
遺
伝
子

Ｍ
Ｇ
Ｍ
Ｔ
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
発
現
に
基

づ
い
た
個
別
化
補
助
療
法
を
開
発

・
臨
床
応
用
し
ま
し
た
。

恩
師
・
堀
智
勝
教
授
の
東
京
女

子
医
科
大
学
教
授
就
任
に
伴
い
一

九
九
九
年
に
帰
京
し
、
東
京
女
子

医
大
お
よ
び
関
連
病
院
に
勤
務
し

た
後
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
北
里
大

学
に
入
局
し
、
北
里
研
究
所
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
脳
神
経
外
科

部
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
年

間
百
例
程
度
の
脳
動
脈
瘤
な
ど
の

脳
腫
瘍
・
開
頭
手
術
を
執
刀
・
指

導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

術
が
行
え
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

最
近
十
年
間
は
一
般
病
院
や
医

療
系
大
学
病
院
に
勤
務
し
、
日
本

脊
髄
外
科
学
会
の
認
定
医
と
脊
椎

脊
髄
外
科
専
門
医
を
取
得
し
、
脊

椎
脊
髄
手
術
を
多
く
行
っ
て
い
ま

す
。
当
院
で
も
手
術
顕
微
鏡
を
用

い
た
低
侵
襲
な
脳
神
経
外
科
的
脊

椎
脊
髄
手
術
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
性
神
経

膠
腫
の
術
後
補
助
療
法
に
関
し
て

は
、
特
別
顧
問
を
務
め
る
東
京
脳

腫
瘍
治
療
懇
話
会
に
お
け
る
多
施

設
共
同
研
究
と
し
て
膠
芽
腫
に
対

す
る
Ｍ
Ｇ
Ｍ
Ｔ
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
絶
対

値
測
定
と
新
規
個
別
化
補
助
療
法

を
計
画
し
て
お
り
、
当
院
で
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご挨拶

日
本
脳
神
経
外
科
学
会

脳
神
経
外
科
専
門
医
・
指
導
医

日
本
脊
髄
外
科
学
会
認
定

日
本
脊
髄
外
科
学
会
認
定
医

日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会

脊
椎
脊
髄
外
科
専
門
医

日
本
臨
床
神
経
生
理
学
会
認
定

日
本
臨
床
神
経
生
理
学
会
専
門
医
・
指
導
医

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
認
定

が
ん
治
療
認
定
医
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●
虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る
手
術

●
心
臓
弁
膜
症
に
対
す
る
手
術

●
胸
部
・
腹
部
大
動
脈
瘤
に

対
す
る
手
術

●
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に

対
す
る
手
術

●
下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
手
術

●
不
整
脈
疾
患
に
対
す
る
手
術

●
経
食
道
心
臓
エ
コ
ー
図
検
査

今
回
は
そ
の
中
で
『
胸
部
・
腹

部
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
手
術
』
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
動
脈
瘤
と
は
、
心
臓
か
ら
全

身
へ
血
液
を
送
る
大
動
脈
の
壁
が

こ
ぶ
の
様
に
膨
ら
ん
で
し
ま
う
病

気
で
す
。
動
脈
瘤
は
、
動
脈
壁

（
血
管
の
壁
）
が
弱
く
な
っ
て
い

る
部
分
に
、
血
流
に
よ
っ
て
圧
力

を
が
か
か
る
こ
と
で
外
側
に
向
け

て
ふ
く
ら
み
ま
す
。
通
常
、
動
脈

瘤
に
よ
る
症
状
を
自
覚
す
る
事
は

兼
村

禎
大

ご
挨
拶

心
臓
血
管
外
科

五
月
よ
り
沼
田
脳
神
経
外
科
循

環
器
科
病
院
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
、
心
臓
血
管
外
科

の
兼
村
で
す
。
生
ま
れ
は
北
海
道

で
、
平
成
十
九
年
に
山
梨
医
科
大

学
（
現
山
梨
大
学
）
を
卒
業
後
、

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
等
で

初
期
研
修
を
修
了
し
、
川
崎
幸
病

院
、
新
東
京
病
院
な
ど
で
勤
務
し

て
心
臓
血
管
外
科
領
域
の
治
療
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
群
馬
で
心
臓
外
科
治

療
に
従
事
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
心
臓
血
管
外
科
領
域

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
不
全
や

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
っ
た

循
環
器
内
科
領
域
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
院
の
心
臓
血
管
外
科
で
の
代

表
的
な
治
療
や
検
査
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
外
科
学
会

外
科
専
門
医

下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
血
管
内
焼
灼
術
の
実
施
基
準
に
よ
る
実
施
医

ご挨拶

少
な
く
、
大
き
く
な
っ
た
動
脈
瘤

が
破
裂
し
て
、
突
然
死
に
至
る
場

合
も
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。
動
脈

瘤
の
破
裂
や
、
解
離
と
い
っ
て
大

動
脈
の
血
管
が
さ
け
て
し
ま
う
な

ど
、
緊
急
手
術
が
必
要
な
患
者
さ

ん
へ
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幸
い
に
も
破
裂
前
に
発
見
で

き
た
動
脈
瘤
に
対
し
て
も
、
同
様

に
破
裂
予
防
を
目
的
と
し
た
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
人
工
血
管
置
換
術

開
胸
・
開
腹
手
術
で
動
脈
瘤
を

直
接
確
認
し
、
動
脈
瘤
を
切
除
し

ま
す
。
切
除
し
た
部
分
に
人
工
血

管
を
移
植
し
ま
す
。
胸
部
大
動
脈

瘤
に
対
す
る
手
術
を
行
う
場
合
、

人
工
心
肺
と
い
う
装
置
を
使
用
し
、

一
時
的
に
心
臓
を
停
止
さ
せ
て
行

い
ま
す
。

・
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

足
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
カ
テ

ー
テ
ル
と
い
う
金
属
の
細
い
管
を

挿
入
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
人
工
血

管
を
動
脈
瘤
の
場
所
ま
で
運
び
、

内
側
で
展
開
し
て
動
脈
瘤
を
塞
い

で
し
ま
う
手
術
で
す
。
開
胸
で
の

手
術
と
比
較
し
て
、
数

の
小
さ

な
切
開
を
入
れ
る
だ
け
で
治
療
が

で
き
、
患
者
さ
ん
の
体
へ
与
え
る

負
担
も
少
な
い
た
め
、
ご
高
齢
の

方
に
も
手
術
を
行
う
事
が
で
き
ま

す
。胸

部
及
び
腹
部
の
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
内
挿
術
を
実
施
で
き
る
医

療
施
設
は
限
ら
れ
て
お
り
、
当
院

は
そ
の
数
少
な
い
実
施
で
き
る
施

設
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
勤
め
て
日
も
浅
い
で
す
が
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
日

々
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 cm
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訪
問
介
護
及
び

訪
問
入
浴
介
護
の
開
始

あ
が
つ
ま
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

あ
が
つ
ま
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
よ
り

新
規
事
業
と
な
る
訪
問
入
浴
介
護

と
、
訪
問
介
護
（
旧
か
が
や
き
在

宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）
を
開
始
し
、

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
よ
り

強
化
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
か
が
や
き
在
宅
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
居
宅
介
護
支
援
（
旧
あ
が

つ
ま
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）
は
、

み
ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ
居
宅
介

護
支
援
の
休
止
に
伴
い
、
か
が
や

き
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建

物
内
に
移
転
し
居
宅
介
護
支
援
を

一
本
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
中
之
条

町
や
嬬
恋
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
す
で
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る

も
の
の
、
吾
妻
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
だ
け
の
実
働
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
、
あ
が
つ
ま
在
宅
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

は
長
年
の
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

呼
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
は
看
護
師
一
名
を
含

む
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
入
浴

車
で
自
宅
に
伺
い
、
専
用
の
浴
槽

を
使
用
し
て
入
浴
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ご
自
宅
で
療
養
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
て
、
プ
ロ
の
介
護

・
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
全
身
の
観
察

や
見
守
り
を
し
つ
つ
安
心
安
全
な

入
浴
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
部

屋
の
広
さ

を
心
配
さ

れ
る
方
も

お
り
ま
す

が
、
畳
二

～
三
畳
あ

れ
ば
可
能

で
す
。
ホ
ー
ム
ケ
ア
ま
つ
か
ぜ
の

訪
問
入
浴
介
護
で
は
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
期
や
難
病
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
等
の
入
浴
も
支

援
し
て
い
ま
す
。
入
浴
は
人
が
生

活
す
る
上
で
大
切
な
行
為
で
す
。

本
人
の
生
活
習
慣
や
大
切
に
し
て

い
る
も
の
な
ど
を
把
握
し
、
安
心

安
全
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
共
に
困

難
事
例
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
介
護
は
何
ら
か
の
障
害
が

あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自

宅
で
介
護
を
受
け
な
が
ら
生
活
し

た
い
と
い
う
方
に
対
す
る
在
宅
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
基
本
的
に
は
二
四

時
間
三
六
五
日
の
対
応
を
目
指
し

ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く

分
け
る
と
「
身
体
介
護
」
と
「
生

活
援
助
」
に
な
り
ま
す
が
、
提
供

に
際
し
て
は
身
だ
し
な
み
や
明
る

い
笑
顔
、
親
切
な
対
応
等
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
利
用
者
の
自
立

支
援
へ
の
視
点
を
持
ち
、
出
来
る

こ
と
を
見
出
す
こ
と
も
役
割
の
一

つ
で
す
。
高
齢
の
療
養
者
は
ヘ
ル

パ
ー
の
対
応
中
に
身
体
の
急
変
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

内
の
医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医

と
も
連
携
を
密
に
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
の
人

か
ら
選
ば
れ

る
事
業
所
を

目
指
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

代表ＴＥＬ 0279-68-5488
ﾍﾙﾊﾟｰ直通TEL 0279-25-8131
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訪
問
介
護
事
業
所
か
ら

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ

か
が
や
き
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
み
ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ
の

居
宅
介
護
支
援
の
休
止
に
伴
い
、

あ
が
つ
ま
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

居
宅
介
護
支
援
と
一
本
化
し
、
か

が
や
き
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
建
物
内
に
居
宅
介
護
支
援
を
新

た
に
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

は
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び

家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
居
宅

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
自
治

体
や
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
の
連
絡
・
調
整
を
行
う
相
談
業

務
の
専
門
職
で
す
。
か
が
や
き
在

宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
居
宅
介
護
支
援

は
、
現
在
、
常
勤
非
常
勤
を
含
め

た
七
名
で
担
当
し
、
看
護
師
・
介

護
福
祉
士
・
理
学
療
法
士
等
の
基

礎
資
格
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
困

難
事
例
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
専

門
職
と
し
て
の
知
識
や
経
験
を
出

し
合
い
、
チ
ー
ム
力
で
解
決
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
主
任
介
護

支
援
専
門
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
を
配
置
し
、
医
療
・
介
護

連
携
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な

ど
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
事
業
所
と

評
価
さ
れ
る
特
定
事
業
所
加
算

（
Ⅱ
）
を
算
定
し
て
お
り
ま
す
。

適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
は

多
職
種
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
病
院
・
診
療
所
の
医
師
、
看

護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
と
日
常
的
な
報

告
・
相
談
・
連
携
を
密
に
行
う
と

と
も
に
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。介

護
事
業
の
新
た
な
展
開
に
期

待
が
膨
ら
む
反
面
、
不
安
や
戸
惑

い
も
あ
り
ま
す
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

良
い
機
会
と
捉
え
、
気
持
ち
を
新

た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
般
の
事
業
拡
大
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
一
層
努
力
・
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し

ま
す
。

ＴＥＬ 0279-26-2680
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社
会
福
祉
法
人

な
ご
み
の
杜

沼田脳神経外科循環器科病院
〒378-0014 沼田市栄町8

ＴＥＬ ０２７８-２２-５０５２

(ドック直通)０１２０－４０－２２８８

沼田クリニック
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-２２-１１８８

沼田クリニック 歯科
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-３０-３００３

訪問看護ステーションまつかぜ
〒378-0053 沼田市東原新町1549-1

ＴＥＬ ０２７８－２２-６１５３

(居宅直通)０２７８－２５－４４０１

ぬまたとね総合在宅ケアセンター
〒378-0015 沼田市戸鹿野町238-1

ＴＥＬ ０２７８-２３-２５２６

ホームケアまつかぜ
〒378-0053 沼田市東原新町1549-1

ＴＥＬ ０２７８-２０-１１８５

グループホーム沼田公園前
〒378-0042 沼田市西倉内町658

ＴＥＬ ０２７８-３０-２２０１

輝城会重度介護支援センター
〒378-0053 沼田市東原新町1442-7

ＴＥＬ ０２７８-２２-１０４０

吾妻脳神経外科循環器科
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町760-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５２１１

城西クリニック
〒371-0033 前橋市国領町二丁目13-23

ＴＥＬ ０２７-２３４-７３２１

あがつま在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５４８８

(訪問介護直通)０２７９－２５－８１３１

みんなの家なかんじょ
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町967

ＴＥＬ ０２７９-７５-４１６５

なかんじょ在宅ケアセンター
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町1869-5

ＴＥＬ ０２７９-７５-２８００

かがやき訪問看護ステーション
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２５-８１１０

かがやき在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２６－２６８０

かがやき訪問看護ステーション渋川
〒377-0008 渋川市渋川1192-1 上毛ビル2F

ＴＥＬ ０２７９-２６-７２６８

かがやき訪問看護ステーション前橋
〒371-0034 前橋市昭和町3丁目6-15

ＴＥＬ ０２７-２８８-０５７３

社
会
医
療
法
人

輝
城
会

特別養護老人ホーム菜の花館
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1757-311

ＴＥＬ ０２７８-３０-３３３１

菜の花館園原
〒378-0324 沼田市利根町園原870

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２００

みんなんち園原
〒378-0324 沼田市利根町園原871

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２１０

菜の花館本町通り
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-５５５１

ナーシングケア本町通り

なのはな訪問看護ステーション
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-３３５５

令
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月
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号

発
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／
輝
城
会
グ
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ー
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編
集
／
広
報
委
員
会

〒
三
七
八-

〇
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一
四

群
馬
県
沼
田
市
栄
町
八
番
地

Ｔ
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〇
二
七
八-

二
二-

五
〇
五
二
（
代
）

提供元：クロスワード.jp

ズパド-ワスク ルロ

タテのカギ ヨコのカギ

タテ、ヨコのカギをヒントに解きます。
二重線で囲まれたａ～ｄ文字を並べ変えてできる

言葉が答えです。

スイセン

前回の

クロスワードパズル

答え

２ 主に穀類、豆類の種子を人為的に
発芽させた新芽。

３ 食材をある形で切り抜いたり、あ
る形に形成するときに用いる器具。

４ ラーメンやチャーハンなどに使う
すくう食器具。

６ 甘みを持つ調味料（甘味料）。

７ 大豆、米や麦の穀物に塩と麹を加
え発酵させて作る食品（調味料）。

９ アバラの下側の肉の部位。

１ 北関東(主に栃木)で初午の日に赤
飯と供に稲荷神社に供える行事食。

５ 牛や豚の舌のこと。

６ 魚介類などを生のまま小片に切り
醤油などで食べる日本料理。

８ 堅い実を臼などで挽いた粉を練っ
て主に麺にして食べる日本料理。

10 香りが強い春の山菜。ウコギ科タ
ラノキ属の多年草。

11 生後12ヶ月未満の羊またはその肉。

答
え

a b c d

ヤ チ ン

ダ

イ

コ

ツ

ウ

ラ

チ

ズ

ソ

ツ

ク

カ セ

ミ ス

リ

2 3

4

5

8

9

1

a

b

6

7

10

c

d

2 3 4

5

8

10

1

a b

6 7

11

c

d

9

医療施設 介護施設


